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Ｖ
騨
睦

今
、
台
湾
の
カ
ッ
プ
ル
に
は
、
２
人
だ
け
の
す
ば
ら
し
い
ア
ル

バ
ム
を
持
っ
て
結
婚
式
を
あ
げ
る
こ
と
が
は
や
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
読
者
は
「
ア
ル
バ
ム
を
持
っ
て
」
と
は
何
か
と
疑
問
に
思
わ
れ

る
で
し
ょ
う
。
挙
式
の
一
カ
月
位
前
に
２
人
だ
け
で
写
真
館
に
行

き
、
Ａ
４
又
は
Ｂ
５
サ
イ
ズ
位
の
大
き
な
写
真
を
ｍ
ｌ
帥
枚
写
し

て
も
ら
い
、
そ
の
豪
華
な
ア
ル
バ
ム
を
持
つ
の
で
す
。
こ
の
た
め

に
写
真
館
が
大
繁
盛
と
い
う
の
で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

７
月
の
終
り
か
ら
６
日
間
、
台
北
と
高
雄
の
写
真
館
を
訪
問
。

ま
ず
、
び
っ
く
り
し
た
の
が
両
都
市
と
も
、
釦
ｌ
如
軒
の
写
真
館

が
一
つ
の
街
に
集
っ
て
写
真
館
街
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。
丁
度

大
阪
日
本
橋
の
電
器
店
街
の
よ
う
で
す
。

若
い
カ
ッ
プ
ル
は
お
互
に
結
婚
し
よ
う
と
決
心
し
た
ら
、
先
ず

■

ﾘ ﾛ

１
１２６
１

写
真
館
を
き
め
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
何
軒
か
の
写
真
館
を
ま

わ
っ
て
、
技
術
や
表
現
方
法
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
仕
方
や
ド
レ
ス

の
デ
ザ
イ
ン
、
ス
タ
ジ
オ
の
設
備
や
雰
囲
気
、
サ
ー
ビ
ス
の
具
合

と
値
段
を
見
て
、
一
番
自
分
に
合
っ
た
所
に
き
め
る
の
で
す
。

台
湾
の
写
真
館
は
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
は
自
分
の
所
で
、
写
真
に
美

し
く
写
る
よ
う
に
美
容
師
が
男
性
に
も
し
ま
す
。
店
に
よ
っ
て
自

然
な
表
現
か
ら
、
大
き
く
変
身
さ
せ
る
所
ま
で
マ
チ
マ
チ
で
す
。

多
く
の
写
真
館
は
ウ
ェ
デ
ン
グ
ド
レ
ス
を
白
も
色
物
も
自
分
の

所
で
作
っ
て
い
ま
す
。
色
々
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
器
用
な
も
の

で
型
紙
な
し
で
い
き
な
り
工
業
ミ
シ
ン
で
裁
断
、
縫
製
し
、
手
早

く
３
日
で
完
成
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
大
き
い
写
真
館
は
縫
い
子

さ
ん
が
数
人
居
り
、
毎
日
一
着
は
完
成
し
ま
す
。

さ
て
若
い
カ
ッ
プ
ル
は
予
約
の
日
に
な
る
と
２
人
で
写
真
館
に

出
掛
け
、
自
分
の
好
み
の
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

男
性
も
ニ
キ
ビ
、
ソ
バ
カ
ス
を
消
し
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
ほ
ど

こ
し
ま
す
。
女
性
は
二
重
ま
ぶ
た
に
し
た
り
、
目
尻
を
上
げ
た
り

下
げ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
化
粧
を
し
て
写
真
美
人
に
仕
上
げ
ま
す
。

撮
影
は
予
算
に
応
じ
て
最
低
釦
か
ら
伽
シ
ョ
ッ
ト
位
写
し
て
も

ら
い
ま
す
。
２
人
一
緒
に
、
ま
た
は
一
人
一
人
で
、
音
楽
に
乗
っ

て
一
ポ
ー
ズ
２
１
３
分
で
、
流
れ
る
よ
う
に
写
さ
れ
ま
す
。
シ
ャ

ッ
タ
ー
の
音
、
す
ば
や
い
場
面
転
換
、
若
い
キ
ビ
キ
ビ
し
た
カ
メ

ラ
マ
ン
の
指
示
で
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
よ
る
ポ
ー
ズ
つ
け
。
時
に
は

目
を
つ
ぶ
っ
て
、
時
に
は
セ
ミ
ヌ
ー
ド
で
…
。
皿
ポ
ー
ズ
写
す
と

衣
裳
を
変
え
る
。
こ
う
し
て
い
る
内
に
気
分
は
高
ま
り
、
ム
ー
ド
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ラ
マ
ン
た
ち
。

て
い
ま
す
。

野
外
撮
影
は
公
園
や
景
色
の
良
い
所
を
選
び
、
着
替
え
の
た
め

の
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
っ
て
行
く
。
男
性
は
タ
キ
シ
ー
ド
、
女
性
は
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
。
途
中
で
男
性
は
白
の
モ
ー
ニ
ン
グ
、
女
性

瀞
騨
識
鑑
識
“

▲野外でも。スターの気分で……▲ムードは最高調⑥台湾の結婚写真は大胆に。

真
館
も
現
れ
て
い

ま
し
い
限
り
で
す

真
が
、
印
枚
で
構

の
よ
う
な
前
写
し

て
最
近
は
大
流
行

は
色
ド
レ
ス
に
着
替
え
ま
す
。
裾
の
長
い
ド
レ
ス
を
惜
し
げ
な
く

地
面
を
引
き
ず
っ
て
歩
く
。
そ
の
た
め
ド
レ
ス
は
７
１
８
回
し
か

使
え
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
各
写
真
館
は
ド
レ
ス
を
数
十
着
、
大

き
い
写
真
館
は
白
川
、
色
ド
レ
ス
伽
着
位
用
意
し
て
い
ま
す
。

か
く
し
て
撮
影
の
帰
り
に
は
、
お
互
い
の
気
持
ち
の
結
び
つ
き

は
ゅ
る
ぎ
な
い
も
の
に
な
り
、
挙
式
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
す
。

撮
影
場
所
は
ス

由
に
選
べ
ま
す
。

れ
、
殆
ど
手
造
り

階
ま
で
を
占
め
て

作
り
に
脱
帽
。

な
お
日
本
で
も

固
め
の
誓
書
を
交
し
、
披
露
宴
が
始
ま
り
ま
す
。
人
々
は
お
祝
い

と
し
て
、
披
露
宴
の
費
用
よ
り
多
い
目
に
持
参
し
、
そ
の
差
額
が

写
真
代
に
当
て
ら
れ
ま
す
。

挙
式
の
前
に
写
す
２
人
の
ア
ル
バ
ム
の
一
番
多
い
申
込
み
は
、

一
冊
５
万
元
。
日
本
円
で
溺
万
ｌ
卯
万
円
。
Ｂ
５
の
大
き
さ
の
写

■
い
ぬ
づ
か
写
真
室

西
宮
市
社
家
町
一

目
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ

神
戸
市
中
央
区
北

ら
し
い
に
乗
っ
て
一
一
人
の
間
に
幸
福
感
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。

１
１２７
１

前
写
し
は
し
て
お
り
ま
す
。
念
の
た
め
。

挙
式
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
で
大
勢
招
き
、
人
前
で
両
家
が

つ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
す
。

若
い
心
を
捕
え
た
台
湾
の
写
真
ス
タ
ジ
オ
の
商
品

の
一
ｍ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
８
１
３
５
１
６
３
６
３

ル
ホ
テ
ル
写
真
室

野
町
一
丁
目
ｍ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
１
２
９
１
１
１
１
２
１ す

ば

成
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
と

シ
ス
テ
ム
は
十
年
前
か
ら
若
い
写
真
館
が
始
め

。
本
。
支
店
計
６
店
で
年
間
六
千
組
を
扱
う
写

る
と
は
、
日
本
の
写
真
館
に
と
っ
て
は
う
ら
や

。
か
つ
て
日
本
で
勉
強
し
た
こ
と
の
あ
る
カ
メ

で
す
。
多
く
の
写
真
館
は
ビ
ル
の
１
階
か
ら
３

タ
ジ
オ
で
、
野
外
で
、
又
は
そ
の
両
方
で
と
自

ス
タ
ジ
オ
で
は
多
く
の
背
景
、
小
道
具
が
あ
ふ

一
年
間
に
三
百
’
千
組
の
カ
ッ
プ
ル
を
写
し
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K O B E のモデリスト達が
千々に心を砕いた

舞息鼠鍵 愚鵠鶴､”．語
Ｗ％町引罰■庁

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
は
女
性
が
そ
の
年
の
流
行
の
衣
裳
を
静
か
に
鑑
賞
す
る
も
の
と
ば
か
り

思
い
込
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｋ
Ｆ
Ｍ
の
シ
ョ
ー
は
一
味
違
っ
て
い
た
。

さ
す
が
「
ハ
イ
カ
ラ
の
街
・
く
つ
ぴ
ん
の
町
・
コ
ウ
ベ
」
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。
神
戸
代
表
の
有
名

ち
じ

な
モ
デ
リ
ス
ト
が
千
々
に
心
を
砕
い
て
練
り
あ
げ
た
個
性
的
な
テ
ー
マ
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
に
石
阪
春

生
画
伯
が
装
置
を
担
当
。
神
戸
海
岸
通
り
の
倉
庫
群
を
象
徴
す
る
舞
台
の
中
、
芥
川
賞
作
家
新
井
満

氏
の
音
響
構
成
に
よ
り
、
海
岸
線
を
走
る
Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
が
響
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
っ
て
、
フ
ラ

ン
ク
シ
ナ
ト
ラ
の
し
び
れ
る
歌
や
喜
多
郎
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
テ
ー
マ
音
楽
に
合
せ
て
織
り
な
す
デ

ザ
イ
ン
と
色
彩
と
布
地
と
音
と
美
女
に
加
え
て
、
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
ー
コ
ウ
ベ
の
粒
選
り
の
真
珠
の
輝

き
に
よ
る
立
体
パ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
。
ア
ー
ッ
は
、
も
は
や
私
が
考
え
て
い
た
並
み
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
と
は
全
く
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
っ
て
い
た
。

し
ゃ
れ

実
に
生
き
生
き
と
し
て
、
酒
落
て
い
て
、
「
来
年
は
ド
ン
ナ
ン
カ
ナ
ー
？
」
と
Ｋ
Ｆ
Ｍ
の
シ
ョ
ー

が
楽
し
み
に
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

脳

< 生田神社宮司＞
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コウベもファッション･ ソサエティ

』度＆詣諦縦'
率務局／神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ビル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

●Ｋ・ＥＳ、１５周年
ＫｏＦ・S
F a s h i O n
S y m p o s i u m
＆P a r t y

" 神戸なに色どんな街？”
神戸のファッション都市化を市民サイドから応援し、様々な活動に取り組んでき
た神戸ファッションソサエティ（Ｋ､ Ｆ､ Ｓ）も今年で設立1 5 周年を迎えます。
その大きな節目にあたり記念事業として、またＷＦＦ８９１ＮＫＯＢＥ協賛行事
として各界から知識人の方々を招いてシンポジウムを開催します。このシンポジ
ウムを通じ、ファッション都市神戸としての発展と確立をさらに深めてまいりた
いと思っていますので、たくさんの方々の参加をお待ちしております。

日時：平成元年1 1 月2 5 日（土）
＜ＰＭ３：００～ＰＭ８：００＞

場所：神戸商工会議所大ホール
＜シンポジウム＞

イベントプラザ＜パーティー＞
入場料：１名につき1 0 , 0 0 O 円

くパーティー費含む＞

もちよつとうるさいマルチタレントの
西田勤氏。
様々な角度から、ファッション都市神
戸をユーモラスな話術で語っていただ
きます。

パネル
ディスカッション

ＰＭ４：００～５：４５基調講演

鵠 1が

西田動（桂文珍）

ＰＭ３：００
～４：００

落語はもと
より、著作
から大学講
師まであら
ゆる分野で
才能を発揮
し、ファッ
ション方面

鬼塚喜八郎
／神戸商工会議所、
、副会頭／

元永定正
く画家＞

立地長三田実碧
／㈱ナクトアトリエ、／ライフ、
、代表／、コーデイネイタ一／

神戸の未来論などを討論していただき
ます。

パーティー ＰＭ６：００
～８：００

葱
小山乃里子

シンポジウム終了後
異業種交流を目的と
したパーティーを行
ないます。

ＷＥＦ８９ＩＮＫＯＢＥ協賛行事
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☆
芸
術
の
都
パ
リ
か
ら
エ
ス
プ

リ
溢
れ
る
絵
画
を

アトリエの再出発を祝って

鍛鰯夢．

！
患騨惑1遮蕊罰曝露鰯ｉ

☆
古
い
洋
風
建
築
を
見
直
そ
う

港
ま
ち
神
戸
の
近
代
洋
風
建

築
の
再
生
利
用
を
考
え
る
「
港

ま
ち
セ
ミ
ナ
ー
籾
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
問
題
連
続
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
の
５
回
目
が
、
９
月
犯

日
ヤ
マ
ハ
神
戸
店
（
元
町
１
番

街
）
６
Ｆ
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ

た
。当

日
の
講
師
は
、
建
築
家
で

港
ま
ち
神
戸
を
愛
す
る
会
事
務

局
長
の
竹
山
清
明
氏
。
昨
年
秋

に
同
氏
が
訪
米
し
た
際
の
写
真

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
、
シ
カ

ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ト
ロ
ン

ト
等
の
建
築
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
現
状
を
詳
し
く
報
告
し
た
。

ま
た
、
同
セ
ミ
ナ
ー
に
は
建

築
家
の
武
田
則
明
さ
ん
、
小
林

郁
雄
さ
ん
ら
も
出
席
。
古
い
建

物
に
手
を
加
え
て
新
し
い
用
途

へ
と
機
能
転
換
す
る
北
米
の
様

子
に
、
参
加
者
は
見
入
っ
た
。

$

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

神戸の建築コンバージョンを考える

如
月
７
日
よ
り
週
日
ま
で
元

町
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
ピ

エ
ー
ル
ボ
ン
コ
パ
ン
展
が
開
催

さ
れ
た
が
、
初
日
７
日
ボ
ン
コ

パ
ン
氏
本
人
を
招
い
て
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
が
当
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
行
わ
れ
た
。
花
と
婦
人

を
テ
ー
マ
に
優
し
い
気
品
溢
れ

る
フ
ラ
ン
ス
ら
し
い
画
風
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
画
域
は
も
と
よ
り
ア

メ
リ
カ
画
垣
で
も
人
気
の
同
氏

は
初
来
日
。

神
戸
は
氏
の
好
き
な
南
仏
と

色
合
い
が
似
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
大
変
気
に
入
っ
た
様
子
。

神
戸
市
に
リ
ト
グ
ラ
フ
作
品

「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
」
を
寄

贈
。
弓
倉
神
戸
文
化
振
興
財
団

専
務
理
事
が
同
作
品
を
受
贈
、

今
後
は
新
庁
舎
に
展
示
さ
れ
る

予
定
だ
。

☆
ワ
イ
ン
の
季
節
、
お
酒
落
に

飲
み
た
い
、
語
り
た
い

〃
ワ
イ
ン
と
お
し
や
字
へ
り
″

と
題
し
て
、
如
月
娼
日
午
後
１

時
釦
分
よ
り
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
借
楽
の
問
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
特
別
講
座

「
暮
し
の
セ
ミ
ナ
ー
」
（
協
賛

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
）
が
開
催
さ

れ
た
。当

日
は
、
神
戸
出
身
で
日
本

を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し

て
活
躍
中
の
五
十
嵐
喜
芳
さ
ん

が
「
オ
ペ
ラ
と
私
」
を
テ
ー
マ

に
す
ば
ら
し
い
テ
ノ
ー
ル
の
歌

声
も
ま
じ
え
な
が
ら
講
演
。
続

い
て
、
ワ
イ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
ワ
イ
ン
の
知
識
と

楽
し
み
方
を
、
ミ
セ
ス
を
中
心

に
集
ま
っ
た
伽
人
近
い
聴
講
者

は
、
グ
ラ
ス
に
注
が
れ
た
ワ
イ

ン
を
傾
け
な
が
ら
、
聞
き
入
っ

た
。

美声を披鰯する五十嵐さん

弓倉氏に絵を贈呈するボンコパン氏（左側）

鴬 灘

☆
加
藤
裕
三
さ
ん
、
ア
ト
リ
エ

を
芦
屋
へ
移
転

木
の
も
つ
魅
力
に
と
り
つ
か

れ
、
そ
の
暖
か
さ
を
児
童
に
送

り
続
け
て
い
る
加
藤
裕
三
さ
ん

（
調
歳
）
の
ア
ト
リ
エ
が
、
神

戸
か
ら
芦
屋
市
呉
川
町
９
の
躯

に
移
転
し
た
。
、
月
躯
日
に
友

人
、
知
人
が
釦
名
集
い
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
パ
ー
テ
ィ
ー
で
再

出
発
を
祝
っ
た
。
ア
ト
リ
エ
の

一
階
は
創
作
機
械
が
据
え
ら

れ
、
二
階
に
は
ア
イ
デ
ア
を
盛

り
込
ん
だ
木
の
お
も
ち
ゃ
の
数

々
や
万
華
鏡
や
グ
リ
コ
歴
代
の

お
ま
け
に
採
用
さ
れ
た
帥
点
が

可
愛
く
並
ぶ
。
加
藤
さ
ん
は
、

神
戸
港
を
考
え
る
会
の
会
員
で

も
あ
り
、
メ
リ
ケ
ン
地
蔵
の
詞

の
再
建
で
活
躍
、
「
こ
れ
か
ら

も
い
い
作
品
を
つ
く
り
続
け
ま

す
」
と
語
っ
た
。

１
１３１
１

§州箪瀞璽』
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●

神
戸
に
自
立
援
助
器
具
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を

Ｋ
Ｏ
神
戸
を
福
祉
の
街
に

邸

〈
Ⅷ
〉 ３

■
■

’
3２
１

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
神
戸
大
会
の
期
間
中
の
９
月
蝿
日
か
ら

旭
日
ま
で
の
三
日
間
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
国
際

展
示
場
で
「
は
つ
ら
つ
健
康
＆
福
祉
フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ

た
の
で
会
場
を
訪
ね
て
み
た
。
印
社
程
の
企
業
が
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
展
示
品
を
出
展
し
て
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
機
器
、
家
庭
医
療
器
と
へ
ル
シ
ー
器
具
、
自
然

食
品
、
バ
ス
・
住
宅
設
備
品
、
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
健
康
機

器
、
車
イ
ス
や
ベ
ッ
ド
な
ど
の
生
活
支
援
機
器
な
ど
コ
ー

ナ
ー
別
に
面
白
く
便
利
な
物
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
。

毎
年
こ
の
催
し
に
は
足
を
運
ん
で
い
る
が
、
そ
の
都
度

び
っ
く
り
し
た
り
、
感
心
し
た
り
す
る
も
の
が
い
く
つ
か

目
に
と
ま
る
。

「
盲
人
用
読
書
器
」
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
日
本
語
の
本

を
音
声
を
出
し
て
読
ん
で
く
れ
る
装
置
だ
。
本
を
セ
ッ
ト

し
て
ボ
タ
ン
を
押
す
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
文
章
を
解
析

し
そ
の
文
章
が
音
声
合
成
装
置
で
話
し
言
葉
の
音
声
と
な

っ
て
盲
人
に
聞
こ
え
、
本
の
頁
も
自
動
的
に
め
く
ら
れ
る
。

驚
く
よ
う
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
機
械
だ
が
開
発
に
６

年
か
け
ら
れ
、
費
用
も
一
台
一
五
○
○
万
円
と
い
う
か
ら

ま
だ
実
用
化
に
は
時
間
が
か
か
る
。

車
イ
ス
に
乗
っ
た
ま
ま
運
転
で
き
る

マ
ジ
ッ
ク
カ
ー
ペ
ッ
ト

ヤ
マ
ハ
が
開
発
し
た
「
マ
ジ
ッ
ク
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
と
い

う
車
イ
ス
の
ま
ま
乗
降
で
き
て
一
人
で
戸
外
を
動
き
回
れ

る
ス
ク
ー
タ
ー
の
よ
う
な
乗
物
に
は
、
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
で

来
日
し
た
車
イ
ス
の
選
手
た
ち
が
乗
っ
て
み
て
感
心
し
て

い
た
。

「
車
イ
ス
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
」
の
実
演
が
会
場
の
内
と

外
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
車
イ
ス
に
乗
る
と
自
分

で
動
か
さ
な
く
て
も
行
き
た
い
所
へ
自
動
的
に
運
ん
で
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
軟
磁
性
体
で
あ

る
フ
ェ
ラ
イ
ト
を
道
路
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
下
に
敷
設
あ
る

い
は
フ
ェ
ラ
イ
ト
塗
料
を
塗
っ
て
走
行
ル
ー
ト
を
作
っ
て

お
く
と
、
車
イ
ス
に
搭
載
し
た
磁
気
セ
ン
サ
ー
が
誘
導
路

を
検
知
し
て
目
的
の
場
所
ま
で
走
行
す
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
る
。
す
で
に
東
京
都
の
町
田
市
な
ど
で
は
実
用
化
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
の
点
字
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
や

音
声
カ
ナ
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
な
ど
も
開
発
さ
れ
展
示
さ
れ

て
い
る
し
、
耳
の
不
自
由
な
人
の
た
め
の
音
の
し
な
い
目

覚
し
時
計
、
す
な
わ
ち
振
動
で
予
定
の
時
間
を
知
ら
せ
る

時
計
な
ど
も
あ
り
、
い
つ
ま
で
い
て
も
興
味
が
つ
き
な
い
。

Ｆ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
§
Ⅱ

橋
本
明

く
蝿
適
確
卦
癖
雑
誌
霊
〉
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日本語の本を音声で読んでくれる盲人用読書器

匙I 謬一 q 八坪 , . .

１
１３３
１

そ
れ
と
、
自
分
に
一
番
適
し
た

機
器
が
ど
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
か

と
い
う
情
報
が
ま
だ
十
分
に
な

い
。デ

ン
マ
ー
ク
に
は
県
（
人
口
三

十
万
人
前
後
）
ご
と
に
一
カ
所
「
援

助
器
具
セ
ン
タ
ー
」
が
設
け
ら
れ

て
い
て
、
自
立
を
助
け
る
三
千
種

類
も
の
器
具
が
揃
っ
て
お
り
、
必

要
な
人
に
無
料
で
貸
し
出
さ
れ
て

い
る
。
わ
が
国
で
も
今
後
こ
の
よ

目
を
ひ
く
珍
し
い
物
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
必
要
な
ベ
ッ
ド
や
イ
ス
、
入
浴

や
食
事
、
排
池
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
生
活
用
具
や
介
助
用

品
に
も
細
か
い
改
良
や
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
、
年
々
よ
り
便

利
な
い
い
も
の
が
市
場
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

会
場
内
に
設
営
さ
れ
た
舞
台
で
は
Ｋ
ｏ
Ｆ
ｏ
Ｓ
会
員
の

協
力
で
身
体
の
不
自
由
な
人
の
衣
服
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
も
開
か
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
神
戸
市
内
に
は
こ
う
し
た
福
祉
機
器
を
専
門

に
取
り
扱
っ
て
い
る
業
者
は
数
社
し
か
な
い
が
、
そ
の
中

の
一
つ
で
八
年
前
に
こ
の
仕
事
を
始
め
た
㈲
ポ
ー
ト
。
リ

ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
の
斉
藤
寿
久
さ
ん
は
「
最
近
は
国
産
品

で
と
て
も
い
い
物
が
出
て
き
ま
し
た
の
で
売
上
げ
も
毎
年

即
％
ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。
当
初
二
人
だ
っ
た
社
員
も
今

は
十
三
人
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
。

健
康
・
福
祉
機
器
は
こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
増
え
、
ま
た

福
祉
の
流
れ
が
病
院
や
施
設
中
心
か
ら
在
宅
、
家
庭
中
心

へ
と
変
化
し
て
い
く
な
か
で
需
要
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
こ
う
し
た
機
器

は
大
量
生
産
。
大
量
販
売
が
で
き
に
く
い
の
と
、
開
発
に

コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
謡
か
な
り
割
高
に
な
っ
て
い
る
。

鶴;灘噌蟻; : 識錘

‘：
弔

一_』出出。

う
な
セ
ン
タ
ー
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
こ
と

だ
ろ
う
。
神
戸
に
も
ぜ
ひ
設
立
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

な
お
、
市
内
で
は
左
記
の
場
所
で
福
祉
機
器
が
常
設
展

示
さ
れ
、
相
談
に
も
の
っ
て
も
ら
え
る
の
で
関
心
の
あ
る

方
は
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

図
神
戸
市
兵
庫
区
水
木
通
一
一
’
一
’
一
○

神
戸
市
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
電
話
○
七
八
（
五
七
七
）
○
三
二
一

開
設
時
間
月
曜
ｌ
金
曜
日
（
９
時
１
打
時
）
土
畷
日
（
９
時
ｌ
旭
時
）

日
畷
・
祝
祭
日
休
み

（
神
戸
高
速
鉄
道
部
新
開
地
駅
西
へ
徒
歩
５
分
）

ｐ

身体の不自由な人の服のファッションショー 入浴時に便利なパス・パートナー（6 0 万円）
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その後を訪ねて

く９＞

六
年
前
、
こ
の
留
学
生
紹
介
に
登
場
し
て
く
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア

ヨ
ウ
シ
ユ
ウ
ポ
イ

か
ら
の
可
愛
い
い
留
学
生
、
楊
秀
梅
さ
ん
（
当
時
、
神
戸
大
学
）

は
、
結
婚
し
一
児
の
母
と
な
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
暮
ら
し
て
い
る
。

結
婚
の
相
手
は
、
同
じ
時
期
に
同
じ
大
学
で
学
ん
で
い
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
留
学
生
、
ラ
オ
。
エ
ン
・
ブ
ン
さ
ん
で
あ
る
。

こ
の
二
人
が
八
年
間
と
い
う
長
い
春
か
ら
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た

日
、
私
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在
し
て
い
た
。
四
年
前
の
七
月
だ

っ
た
。
純
白
の
ド
レ
ス
に
身
を
包
ん
だ
シ
ュ
ウ
・
ボ
イ
さ
ん
の
輝

く
よ
う
な
美
し
さ
、
寄
り
添
う
ラ
オ
さ
ん
の
り
り
し
さ
、
南
国
の

抜
け
る
よ
う
な
空
の
青
さ
と
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
甘
い
香
り
と
共
に
、

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。

そ
の
彼
女
が
先
日
、
神
戸
を
訪
れ
た
の
だ
が
、
あ
い
に
く
出
逢

う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
神
戸
か
ら
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
へ
の
海
を
越
え
た
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
。

ｌ
ミ
セ
ス
・
シ
ュ
ウ
・
ボ
イ
を
お
願
い
し
ま
す
．

楊
私
で
す
が
、
臼
杵
さ
ん
、
今
ど
こ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
来
て

る
ん
で
す
か
。

Ｉ
神
戸
か
ら
よ
・
こ
の
間
は
、
折
角
連
絡
し
て
も
ら
っ
た
の
に

会
え
な
く
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。

楊
本
当
に
残
念
で
し
た
。
神
戸
は
や
っ
ぱ
り
い
い
所
で
す
ね
。

な
つ
か
し
く
て
、
胸
が
一
杯
で
し
た
よ
。

ｌ
日
本
に
来
た
の
は
、
銀
行
の
研
修
だ
っ
た
と
か
．

楊
そ
う
で
す
。
神
大
卒
業
後
、
住
友
銀
行
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支

店
に
就
職
し
て
、
そ
の
ま
ま
で
す
。
大
学
で
は
経
営
が
専
攻
で
し

た
し
、
日
本
語
も
出
来
る
と
い
う
の
で
、
こ
ち
ら
の
日
本
企
業
へ

の
貸
付
け
等
を
担
当
し
て
ま
す
。

ｌ
道
理
で
、
日
本
語
を
忘
れ
て
な
い
わ
け
ね
。
ラ
オ
さ
ん
は
元

気
で
す
か
。
彼
の
お
仕
事
は
。

八
マ
レ
ー
シ
ア
Ｖ

「
一
児
の
母
に
」

ョ
、
ワ
シ
ユ
、
ワ
ボ
イ

楊
秀
梅
さ
ん

蕊
連載ルポ

神戸と留学生

楊
彼
も
元
気
で
す
よ
。
今
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
空
軍
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
公
務
員
で
す
よ
。

’
二
人
の
こ
と
を
思
う
と
、
あ
の
結
婚
の
日
を
思
い
出
す
け

ど
、
あ
な
た
も
、
と
う
と
う
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
の
ね
。

楊
写
真
送
っ
た
の
見
て
く
れ
ま
し
た
か
。
私
に
よ
く
似
て
る
っ

て
言
わ
れ
ま
す
。
名
前
は
、
ラ
オ
・
チ
ャ
ン
・
イ
で
一
才
と
五
カ

月
に
な
り
ま
し
た
。
お
と
な
し
く
て
、
あ
ま
り
手
の
か
か
ら
な
い

男
の
子
で
す
。

Ｉ
あ
な
た
は
働
い
て
る
ん
だ
か
ら
、
精
昼
は
保
育
園
．

楊
彼
の
お
母
さ
ん
に
み
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
朝
七
時
に
子
供
を

つ
れ
て
お
母
さ
ん
の
所
へ
行
っ
て
、
夕
方
七
時
頃
に
連
れ
て
帰
っ

て
来
て
と
い
う
生
活
で
す
が
、
や
は
り
疲
れ
ま
す
よ
。
社
会
人
、

主
婦
、
母
親
の
三
役
は
大
変
で
す
。

ｌ
ラ
オ
さ
ん
は
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
の
．

楊
手
伝
っ
て
は
く
れ
る
け
ど
、
今
は
、
自
分
の
時
間
が
欲
し
い

と
切
実
に
思
い
ま
す
よ
。

ｌ
あ
な
た
は
神
戸
の
時
か
ら
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
自
分
で

出
来
る
こ
と
は
、
自
分
で
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
、
き

っ
と
全
て
を
、
ち
ゃ
ん
と
こ
な
そ
う
と
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う

が
、
手
抜
き
も
必
要
よ
・

楊
お
掃
除
な
ん
か
は
、
パ
ー
ト
・
タ
イ
ム
の
人
に
来
て
も
ら
っ

て
ま
す
。
家
が
広
く
な
り
ま
し
た
か
ら
。

ｌ
新
し
い
家
を
買
っ
た
ん
で
す
っ
て
ね
．
確
か
三
十
才
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
若
い
の
に
よ
く
頑
張
っ
て
ま
す
ね
。
あ
な

た
と
同
年
代
の
日
本
の
人
だ
っ
た
ら
、
と
て
も
と
て
も
。

楊
勿
論
ロ
ー
ン
だ
か
ら
、
二
人
で
働
い
て
返
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
ん
で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
政
府
の
住
宅
政
策
で
国

民
の
ほ
と
ん
ど
が
フ
ラ
ッ
ト
（
政
府
住
宅
）
に
入
居
出
来
る
よ
う

色

臼杵百合子
くジャーナリスト＞
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一
千
万
円
位
で
す
。
環
境
も
よ
く
快
適
で
す
。

’
さ
す
が
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
の
優
等
生
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
国

民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
行
き
届
い
て
ま
す
ね
。
で
も
反
面
、
か

な
り
国
民
管
理
の
面
も
厳
し
い
な
と
、
以
前
、
そ
ち
ら
へ
行
っ
た

時
思
っ
た
け
ど
、
産
児
制
限
運
動
が
あ
っ
た
り
し
て
。
タ
バ
コ
の

ポ
イ
捨
て
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
等
に
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
の
は
い

楊
ク
リ
ー
ン
。
ア
ン
ド
・
グ
リ
ｉ
ン
の
街
を
清
潔
に
し
て
環
境

を
整
え
る
政
策
は
今
も
続
い
て
ま
す
が
、

に
な
っ
て
ま
す
。

ま
し
た
。
子
供
の
数
が
減
少
し
す
ぎ
て
、
産
児
制
限
は
無
く
な
り

い
こ
と
だ
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
い
か
が
。

私
の
所
は
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
日
本
円
に
換
算
し
て
約

今
で
は
前
と
逆
に
三
人

産
め
ば
税
金
と
か
教
育
面
で
恩
恵
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

確
か
に
日
本
に
較
べ
て
、
窮
屈
な
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。
国
土

も
狭
い
し
。
で
も
、
経
済
状
態
が
安
定
し
て
い
て
、
人
々
の
暮
ら

し
も
落
ち
着
い
て
い
る
か
ら
、
あ
ま
り
表
立
っ
て
不
満
は
聞
か
れ

ま
せ
ん
。
一
応
満
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

’
と
こ
ろ
で
、
シ
ン
ガ
ポ
‐
ル
に
限
ら
ず
ア
ジ
ア
全
般
に
よ
く

言
わ
れ
て
る
ん
だ
け
れ
ど
、
進
出
す
る
日
本
企
業
は
、
儲
け
る
だ

け
儲
け
た
ら
、
さ
っ
と
引
き
上
げ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
不
評
を
聞

く
け
れ
ど
、
そ
ち
ら
で
は
ど
う
で
す
か
。

楊
私
の
仕
事
が
日
本
企
業
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、
言
え
る
と

思
う
ん
で
す
が
、
現
状
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
日
本
の
関
係
は

と
て
も
よ
い
も
の
で
す
。
日
本
企
業
も
現
地
に
腰
を
落
ち
つ
け
だ

し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
、
日
本
へ
留

学
し
て
い
た
人
達
の
就
職
状
況
も
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
し
私
が
こ

ち
ら
へ
来
た
時
か
ら
思
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
就
職
先
が
あ
り
ま
す
。

ｌ
そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
ね
．
折
角
む
ず
か
し
い
日
本
語
を
学
ん

だ
の
に
生
か
せ
な
い
で
、
欧
米
企
業
に
就
職
す
る
人
の
ほ
う
が
多

い
と
も
聞
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
こ
と
は
あ
な
た
の
後
輩
達
に
も

伝
え
ま
す
よ
。

楊
そ
れ
に
後
輩
達
に
伝
え
て
ほ
し
い
の
は
、
学
生
だ
か
ら
、
ま

ず
勉
強
と
い
う
の
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
と
共
に
生
き
た
勉
強
、

日
本
の
社
会
や
文
化
に
つ
い
て
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
こ
と
が
社
会
に
出
た
時
に
、
き
っ
と
役
立
つ
し
、
他
国
で

暮
ら
す
と
い
う
の
は
人
生
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
す

か
ら
、
そ
の
時
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
と
話
し
て
下
さ
い
。

ｌ
も
っ
と
も
っ
と
話
し
た
い
け
れ
ど
今
度
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

か
神
戸
か
、
ゆ
っ
く
り
会
い
ま
し
ょ
う
ね
。
ど
う
ぞ
親
子
三
人
元

気
で
仲
良
く
ね
。
あ
ま
り
頑
張
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
。

楊
今
夜
は
電
話
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
、
お
元
気
で
。

一粒種ラオ・チャン・イ君をはさんで楊秀梅さん夫婦

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
神
戸
、
ほ
ん
の
隣
町
と
話
し
て
い
る
よ
う
な

身
近
さ
に
、
会
わ
な
い
月
日
も
、
ど
こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

電
話
の
向
こ
う
に
、
神
戸
に
い
た
頃
の
彼
女
の
さ
わ
や
か
な
笑
顔

が
思
い
浮
か
ぶ
。

１
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敷地内から禰きでる
日本殿古の逼泉ﾛ 有期温泉ロ

阪急ホテルチエーン

有馬ﾘ ｰ ﾆ : 可一ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と菰芸と遊技場

宥馬へルズ1 ヱン乎一
ＴＥＬ(078)904-2291

有馬の歴史を摺り続ける｢ いで渇の宿」

陸
有
馬
の
若
大
将
を
訪
ね
て

銀
水
荘

別
館
兆
楽

楽
山

燕
昇
司
芳
和
さ
ん

雅ただようくつろぎの館

‘や・鍵瑞多建
ＴＥＬ(078)904-0781

会議ｾ ﾐ ｰ から御家族づれまで
街島グランドホテル

ＴＥＬ(078)904-0181

倖

!;#鱗！

燕昇司芳和さん

有
馬
の
秋
は
早
い
。
蝉
時
雨
と
訪
れ

る
観
光
客
の
賑
わ
い
で
活
気
一
杯
だ
っ

た
こ
の
湯
の
街
は
十
一
月
の
今
、
し
っ

く
り
と
落
ち
着
き
の
色
を
と
り
戻
し
て

い
る
。
今
月
は
、
再
び
有
馬
の
若
大
将

シ
リ
ー
ズ
。
銀
水
荘
、
別
館
楽
山
、
兆

楽
、
こ
の
名
旅
館
三
館
を
支
え
る
燕
昇

司
芳
和
さ
ん
を
訪
ね
、
有
馬
の
魅
力
を

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「
も
と
も
と
東
京
の
広
告
代
理
店
で
働

い
て
い
た
ん
で
す
け
ど
ね
」
と
語
る
若

大
将
、
都
会
仕
込
み
の
ダ
ン
デ
ィ
ー
さ

が
と
て
も
魅
力
的
。

有
馬
が
発
展
し
た
ひ
と
つ
の
過
程
と

し
て
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
避
暑
の
為

の
別
荘
地
と
し
て
賑
わ
っ
た
時
期
が
あ

っ
た
。
そ
の
数
は
湯
治
の
保
養
所
の
倍

近
く
あ
り
、
更
に
洋
館
風
の
ホ
テ
ル
ま

で
あ
り
、
訪
れ
る
人
も
上
海
。
香
港
・

台
湾
か
ら
の
外
国
人
や
居
留
地
の
西
洋

人
達
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
ｌ

「
妻
の
実
家
の
祖
父
が
そ
の
貸
別
荘
の

管
理
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
ね
。
そ
の

関
係
で
旅
館
業
を
始
め
た
ん
で
す
よ
。

当
時
は
か
な
り
ハ
イ
カ
ラ
な
雰
囲
気
で

今
で
も
、
路
地
な
ど
を
散
策
し
て
い
る

と
当
時
の
雰
囲
気
の
残
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
よ
。
意
外
に
知
ら
れ
て

な
い
ん
で
す
が
。
だ
か
ら
有
馬
は
他
の

温
泉
街
に
は
な
い
非
常
に
家
族
的
な
暖

か
さ
が
あ
る
ん
で
す
よ
」

と
は
い
え
有
馬
温
泉
は
高
級
イ
メ
ー

銀水荘

TEL(078)904-0701㈹

日本風の館です

別館 鍵楽
別館楽山

ＴＥＬ(078)904-3656

欽山は典雅な

ＴＥＬ(078)904-0622●敏山
１
３６
１

国際観光旅館

句

湯の街
有馬歳時記
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ス
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

バ
ス
み
た
い
に
す
る
ん

る
と
有
馬
に
走
ら
せ
る

感
覚
な
ポ
ン
ネ
ッ
ト
バ

蹄- 甲頃

ジ
が
や
は
り
強
く
、
若
い
人
に
敬
遠
さ

れ
が
ち
な
の
で
、
有
馬
再
発
見
の
Ｐ
Ｒ

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
そ
の
成
果
が
や
っ
と
で
て
き
ま
し
て

ね
。
最
近
で
は
修
学
旅
行
の
団
体
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
若
い
お
客
様

こ
そ
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て

再
び
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
な
顔
を
も
つ
有
馬
に
こ
れ
か
ら
は

し
て
い
き
た
い
」
。

四
カ
月
に
一
度
、
有
馬
の
伝
統
を
知

る
老
人
達
と
炉
を
囲
ん
で
語
る
炉
端
会

議
を
行
っ
た
り
、
初
夏
、
満
開
の
沙
羅

の
花
を
愛
で
乍
ら
の
一
弦
琴
の
鑑
賞

会
、
歴
史
散
歩
等
、
様
々
な
有
馬
で
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
実
行
し
て
い
る
。

神
戸
青
年
会
議
所
都
市
交
通
委
員
会

の
幹
事
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
氏
は

有
馬
に
周
遊
バ
ス
を
走
ら
せ
よ
う
と
計

画
中
で
も
あ
る
。

こ
れ
は
神
戸
市
制
加
年
を
記
念
し
て

地
域
の
活
性
化
の
為
、
来
年
三
月
頃
に

三
宮
周
辺
の
観
光
地
ル
ー
ト
を
観
光
バ

ス
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
そ
れ
に
続

い
て
有
馬
に
も
ル
ー
プ
バ
ス
を
走
ら
せ

世
代
交
替
の
過
渡
期
を
迎
え
た
湯
の

街
の
若
大
将
達
の
意
気
込
み
に
期
待
し

た
い
。

ま
す
」
。

よ
↑
っ
、
と
い
う
，
も
の
。

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
…
と
思
っ
て
い

「
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ

ー
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
有
馬

日
本
三
大
名
湯
の
一
つ
で
あ
る
有
馬

は
黙
っ
て
い
て
も
人
が
集
ま
る
。

「
三
宮
の
コ
ー

コ
の
ケ
ー
ブ
ル

で
す
。
そ
う
な

の
は
、
レ
ト
ロ

ス
に
し
た
い
で
す
ね
え
…
。
」

TEL(078)904-0675
T ＥＬＥＸ５６２７－１１５

謬，

自然の恵みを
湯けむりに伝える

i団

蕊蕊羅綴蕊鍵

TEL(078)904-0731

別荘地時代の建物を前にして

☆有馬温泉大茶会１１月２日３日
掛の街有馬では毎年恒例の大茶会が行われろ。今年は
裏千家御奉仕、又大茶会が4 0 周年を迎える為、裏千家名
番教授山藤宗山氏を招いて1 1 ／２に大閤秀吉にゆかりの
深い善福寺にて1 0 時より大供茶式が催され、他に瑞宝寺
公園・念仏寺等４ケ所に２日３日の両日、茶席が設けら
れる。詳細は有馬温泉観光樋会商9 0 4 - 3 4 5 0 まで

TEL(078)903-1.024

＊透りの澗患勘所坊
TEL(078)瓢-0551

137
政府登録国際観光旅館

7k．家風

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

陵楓閣

テニスでいい汗
いﾙ ﾐ 湯にとっぷり
味に集う

庵Ｉ蛾”
結婚式場を完備しています

鐙伝統と橘式を誇§
得斎
i詞陽閤
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹
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ｎ
月
妃
日
か
ら
神
戸
・
大
阪

ト

こ
の
企
画
に
参
加
。
華
麗
な
グ

ル
メ
の
競
演
が
楽
し
め
る
。

ア
ラ
ン
シ
ャ
ペ
ル
／
ゲ
ス
ト

・
杉
山
義
法
（
脚
本
家
）
／
荊

月
朋
日
（
日
）
Ｐ
Ｍ
６
伽
Ⅱ
ｌ

￥
２
５
０
０
０
北
野
ク
ラ
ブ

／
ゲ
ス
ト
。
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア

リ
（
ギ
タ
リ
ス
ト
）
／
Ⅱ
月
柵
日

ゲ
ス
ト
を
招
き
、
食
談
会
を
行

ド
″
を
開
く
。

な
う
〃
グ
ル
メ
プ
ロ
ム
ナ
ー

三
ｍ
三
一
晩

百
店
会
の
メ
ン
バ
ー
４
店
も

町

１
１３８
１

三
ｍ
言
い

☆
華
麗
な
グ
ル
メ
の
競
演

ｎ
月
娼
日
か
ら
神
戸
・
大
阪

・
京
都
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る

ワ
ー
ル
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

フ
ェ
ア
。
そ
の
一
環
と
し
て
神

戸
で
は
、
味
で
評
判
の
お
店
に

ゲ
ス
ト
を
招
き
、
食
談
会
を
行

な
う
〃
グ
ル
メ
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
″
を
開
く
。蕊溌

（
金
）
Ｐ
Ｍ
６
“
Ⅱ
Ｉ
￥
２
０

０
０
０
栄
禰
／
ゲ
ス
ト
・
妹

尾
河
童
（
舞
台
美
術
家
）
／
何

月
相
日
（
日
）
Ｐ
Ⅲ
６
“
Ⅲ
！

￥
１
５
０
０
０
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー

ヒ
ー
博
物
館
／
ゲ
ス
ト
・
村
上

和
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
Ⅱ

月
佃
日
（
土
）
Ｐ
Ｍ
３
“
Ⅲ
ｌ

￥
１
０
０
０
／
ゲ
ス
ト
・
木
村

治
美
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）
相
日

（
日
）
Ｐ
Ｍ
３
地
叩
ｌ
￥
１
０

０
０

く
り
オ
ル
ゴ
ー
ル
展
」
を
開
催

し
た
。木

で
作
ら
れ
た
ニ
ワ
ト
リ
や

木
こ
り
な
ど
の
愉
快
な
人
形
た

ち
が
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ

て
動
き
だ
す
。

可
憐
な
音
と
キ
ュ
ー
ト
な
形

の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
女
の

子
た
ち
を
す
っ
か
り
魅
了
。
連

日
、
こ
の
〃
音
楽
会
″
は
満
員

で
あ
っ
た
。

之
ｍ
三
ｍ

★
「
源
氏
物
語
」
を

和
菓
子
で
雅
や
か
に

加
月
廻
日
ｌ
晦
日
の
４
日
間

ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
で
創

作
和
菓
子
「
源
氏
の
由
可
里
」

展
が
開
催
さ
れ
た
。
第
９
回
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
秋
の
芸
術
祭
に
も
参
加

し
て
い
る
こ
の
作
品
展
は
、
ね

子
の
和
菓
子
製
法
で
、
光
源

氏
、
藤
壷
、
末
摘
花
ら
源
氏
絵

巻
弘
帖
を
艶
や
か
に
彩
る
登
場

人
物
達
を
表
現
し
、
会
場
は
甘

党
の
女
性
達
で
賑
わ
っ
た
。
こ

の
和
菓
子
は
風
月
堂
本
店
で
毎

月
６
種
類
販
売
さ
れ
て
い
る
。

3穂
カ
ル
ガ
リ
ー
、
ロ
ス
五
輪
の

オ
フ
イ
シ
ャ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
ま
た
世
界
で
唯
一
の
Ｗ
・

デ
イ
ズ
ニ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
専

属
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
メ
ラ

ニ
ー
・
ケ
ン
ト
は
レ
ー
ガ
ン
大

統
領
や
Ｍ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
フ

ァ
ン
に
持
つ
全
米
恥
１
の
女
流

画
家
。
そ
の
彼
女
の
作
品
が
数

多
く
揃
い
、
本
邦
初
公
開
の

「
ミ
ッ
キ
ー
・
バ
ー
ス
デ
イ
印
」

の
前
に
は
多
く
の
フ
ァ
ン
が
つ

め
か
け
た
。
他
に
も
ヒ
ロ
・
ヤ

マ
ガ
タ
、
３
Ｄ
手
法
を
得
意
と

す
る
版
画
家
フ
ァ
ジ
ー
ノ
ら
の

作
品
加
点
余
が
集
ま
り
、
ア
ー

ト
・
エ
キ
ス
ポ
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

ｏ
ｏ
Ｆ
Ｆ
ｍ
ｏ
『
一
○
三

★
と
び
き
り
素
敵
な
音
楽
会

コ
ス
モ
ス
の
絵
や
子
供
服
な

ど
、
い
つ
も
ひ
と
味
違
っ
た
展

覧
会
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
フ

ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
店
が
、
如
月

詔
日
（
土
）
か
ら
「
木
の
か
ら

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

蕊
ア
カ
『

★
現
代
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
ト
は

ポ
ッ
プ
で
ハ
ッ
ピ
ー
″

加
月
５
日
、
４
７
日
ま
で
ボ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
弓
罪
代
ア
メ

リ
カ
人
気
作
家
展
」
が
丸
善
の

主
催
に
よ
り
開
か
れ
た
。
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『
で
エ
レ
ガ
ン
ト
。

P E O P L E ＜7 6 ＞

●大好きな器たちに囲まれて
田畑光男く蛸の壷N o . 2 の店長＞
本店蛸の壷の向い、地下にある蛸の壷
N o . ２店長田畑さん｡ 趣味は？「会長さん
の影響で杯、そぱちよこなんを収集した
り…｡ 」と真面目な方｡ カメラを向けると
従業員に冷やかされ、ニッコリと照れ臭
さそうな笑顔に変わる。古伊万里焼がズ
ラッと並び、石壁と白木のカウンターの
店内で数多くのメニューをテキパキこな
す。扉を開けると透かさず「いらっしゃ
いませ. ﾉ 」と、元気印の店長さん。

139

『
○
で
一
○
め

④
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
Ⅱ
ソ
ッ
ッ
で
オ

ペ
ラ
の
巨
匠
・
畑
巾
良
輔
氏
に
よ

る
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
『
カ
ル
メ

ン
』
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー
を

楽
し
む
リ
ブ
チ
な
一
夜
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ｎ
月
近
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ
６
．
．
叩

か
ら
唾
Ｆ
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
ホ
ー
ル

で
神
戸
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
花

の
降
る
午
後
．
一
に
ち
虻
ん
で
グ
ル

メ
の
粋
を
選
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
料
理

「
ア
ヴ
ィ
ー
ー
ョ
ン
．
一
コ
ー
ス
を

卵
・
カ
ル
メ
ン
．
》
裾
ご
鐘
賞
の
あ

と
、
出
演
・
関
係
者
と
ご
一
緒
に

召
し
あ
が
っ
て
い
た
だ
く
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
な
企
圃
で
す
。
料
金
は
お
一

人
￥
２
３
，
０
０
０
（
オ
ペ
ラ
鑑

波
、
料
理
、
飲
物
、
サ
ー
ビ
ス

料
、
税
込
）
で
す
。
尚
、
プ
ラ
ス

￥
１
２
，
０
０
０
で
「
宿
泊
プ
ラ

ン
ー
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
（
い

ざ
れ
も
２
名
１
宝
、
宿
泊
斑
聯
朝

食
、
サ
ー
ビ
ス
料
、
税
込
）
申
込

先
／
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
宴

会
予
約
係
ま
で
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
８
）

３
０
３
１
５
５
５
５
お
席
は
先
蓋

順
で
す
の
で
、
お
早
目
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。 鍵

⑫蛸の壷
金券を

N o . ２より

神戸でたこ焼といえば、詞コ
しかない／
フワッとした絶妙の味には昔

から根強いファンが多い。本店
に比べて、単品やお酒が豊富な
ので居酒屋感覚で利用できる。
￥1 , 5 0 0 円の金券をプレゼン1 . 。

P R E S E N T
CＯＲＮＥＲ

や
応
募
方
法
⑳
莱
香
に
住
所
、
氏
名
、
晒
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

叩
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
・
一
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
、
月
末

日
洞
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
莱
書
を
発
送
、
葉
誓
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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